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（
仮
称
）福
田
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工

と
国
道
202
号
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

問　
（
仮
称
）
福
田
バ
イ
パ
ス
計
画
は
、

大
浜
町
か
ら
福
田
本
町
間
の
通
過
車
両
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
で
国
道
202
号
の
抜
本
的
な
安

全
確
保
を
図
れ
る
と
し
て
、
建
設
促
進
期
成

会
等
を
中
心
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
地
元
陳
情
を
受
け
て
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
県
は
国
道
202
号
の
安
全
対
策
と
し

て
、
バ
ス
ベ
イ
の
設
置
な
ど
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
現
段
階
で
福

田
バ
イ
パ
ス
の
新
規
事
業
化
は
財
源
面
等
か

ら
難
し
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
本
市
と
し
て

は
バ
イ
パ
ス
整
備
が
必
要
と
考
え
、
今
後
の

重
点
事
業
と
し
て
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
方

と
と
も
に
県
等
に
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

健
全
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　
　

市
の
一
般
会
計
は
、
税
収
の
減
や
扶

助
費
の
増
加
な
ど
で
国
の
地
方
交
付
税
へ
の

依
存
度
が
高
い
が
、
今
後
、
同
交
付
税
の
動

向
が
不
透
明
な
中
、
健
全
で
安
定
的
な
財
政

運
営
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答　
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
及
び
第
２
次

財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
特
に
人
件
費
や
公
債
費
の

縮
減
に
効
果
が
現
れ
て
い
る
。
平
成
23
年
度

問

か
ら
は
新
た
に
策
定
す
る
計
画
に
沿
っ
て
健

全
な
財
政
運
営
の
確
立
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
第
４
次

総
合
計
画
の
前
期
計
画
素
案
に
掲
げ
た
方
針

に
基
づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
立
的
安
定

的
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
た
い
。

自
由
民
主
党

新
市
立
病
院
整
備
運
営
事
業

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　
新
市
立
病
院
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い

て
、業
者
選
定
か
ら
事
業
終
了
ま
で
公
平
性・

公
明
性
・
透
明
性
を
守
る
こ
と
が
原
則
で
あ

る
が
、
事
業
者
選
定
に
対
す
る
住
民
監
査
請

求
に
対
し
、
資
料
不
提
出
の
た
め
監
査
不
可

能
と
の
結
果
が
で
て
い
る
が
、
今
後
、
事
業

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
基
本
方
針
や
市
の
基
本
指
針
に
基
づ
く

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
を
採
用
し
た
こ
と

か
ら
、
価
格
と
提
案
内
容
を
総
合
的
に
評
価

し
決
定
し
た
。
監
査
資
料
に
つ
い
て
は
、
審

査
会
で
予
め
非
公
開
と
し
た
も
の
は
提
出
し

な
か
っ
た
が
、
今
後
も
、
公
平
性
、
透
明

性
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
効
率
性
、
さ
ら
に
は
公
立
病

院
の
公
共
性
を
念
頭
に
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。

水
道
施
設
統
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
市
は
水
道
施
設
統
合
整
備
事
業
に
よ

り
、
外
海
地
域
の
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持

つ
独
自
の
水
源
と
浄
水
場
を
全
て
廃
止
し
、

神
浦
ダ
ム
の
水
を
三
重
浄
水
場
か
ら
逆
送
さ

せ
よ
う
と
計
画
し
て
お
り
、納
得
で
き
な
い
。

答　
外
海
地
区
の
浄
水
場
の
大
部
分
は
老

朽
化
に
よ
り
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

ま
た
、
水
源
は
全
て
１
，０
０
０
㎥
未
満
の

小
規
模
水
源
で
、
水
量
及
び
水
質
が
天
候
に

左
右
さ
れ
や
す
い
状
況
で
あ
る
。
安
全
で
安

定
し
た
水
の
供
給
、施
設
管
理
体
制
の
強
化
、

並
び
に
効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
る
た
め
、

合
併
協
議
会
の
承
認
を
得
て
旧
長
崎
市
か
ら

配
水
管
を
延
伸
し
て
行
う
水
道
施
設
統
合
整

備
事
業
を
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

努
力
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

四
郎
ヶ
島
台
場
跡
の
文
化
財
化
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　
四
郎
ケ
島
台
場
跡
の
文
化
財
指
定
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
昨
年
の
11
月

か
ら
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
昨
年
度
は
主
に
崩
壊
し
て
い
る
石
垣

部
分
を
中
心
と
し
た
測
量
及
び
写
真
撮
影
調

査
を
実
施
し
、
台
場
の
一
部
に
つ
い
て
試
掘

調
査
を
行
っ
た
が
顕
著
な
成
果
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
遺
構
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

　
今
年
度
は
、史
跡
指
定
へ
の
資
料
と
し
て
、

昨
年
度
の
調
査
結
果
を
も
と
に
図
面
化
と
記

録
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
財
指

定
に
向
け
た
住
民
同
意
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
説
明
会
を
開
催
し
、
協
力
を
得
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
文
化
庁
の
意
向
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
来
年
中
に
も
指
定
に
向
け
た

手
続
き
を
行
い
た
い
。

自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　
自
治
会
は
市
役
所
か
ら
の
仕
事
で
忙

し
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
と
い
う
意
見

も
あ
る
中
で
、
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

れ
ば
、
自
治
会
に
対
す
る
市
民
の
気
持
ち
も

変
わ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
自
治
会
の
研
修
の

と
き
に
は
、
市
の
施
設
に
つ
い
て
は
無
料
、

又
は
半
額
の
料
金
に
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答　
現
在
、
自
治
会
が
本
市
の
施
設
を
利

用
し
て
集
会
や
研
修
会
な
ど
を
開
催
す
る
場

合
は
、
会
場
借
り
上
げ
料
の
一
部
に
つ
い
て

減
免
し
て
い
る
。
自
治
会
活
動
の
一
環
と
し

て
文
化
施
設
、
観
光
施
設
等
を
利
用
す
る
場

合
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
と
協
議

し
た
い
。

出
島
復
元
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　
出
島
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
移
転

し
て
370
年
に
あ
た
る
来
年
は
、
出
島
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
長
崎
の
情
報
発
信
や
交
流


